













ニュースを思い浮かべ，「（“ 会社 ” や “ 経営者 ”“ 従業員 ” たちが）悪いことをしないよう規制をかけ
て縛る」というイメージを持っているようである．これ自体間違いではないし，私自身，内部統制























































































けないとはいえ，名だたる大企業の “不適切 ” 会計，各種データ改ざん，無資格検査等の会社不正が
後を絶たない．
このような「現実」を受け入れたうえで，新しいガバナンスの視点を企業経営に組み入れる，換
言すれば CSRの要素を経営に組み入れるために，中長期的な視点からどのような提言・主張ができ
るのか，まだ新しい領域ゆえに多様なアプローチが可能である．柔軟な発想をもつ学生にとって知
的刺激にあふれるのがコーポレートガバナンスという科目であるともいえる．
3．コーポレートガバナンス科目の授業シナリオ
イントロダクトリー科目（例えば「企業と社会」）では，「あるべき姿」としての企業像を学習す
ることも多いので，当授業シナリオの出発点としては会社のダークサイドを示すことに重点を置く．
具体的には，会社不正の歴史を振り返りながら，事例をもとに不正が起こるまでのプロセス，現場
の人々の葛藤などについて，監査やコンサルティングの現場での経験も交えながら臨場感のあるイ
メージをつかんでもらう．
現実の会社の一側面を理解したうえで，次に，「では，これらの不正に対して有効な方法（仕組み）
にはどのようなものがあるか」を自主的に調査し発表してもらう．この作業は，履修者数に応じて，
個別ワークの時もあればグループワークの時もある．その解答については，「不正などの “悪いこと ”
をいかに止めるか（ブレーキをかけるか）」というスタンスから監視強化等の具体策をあげる傾向が
強い．
これらのいわゆる内部統制システムの強化というアプローチ自体にも一定の意義はあるが，ここ
で学生には，「不正に対するアプローチ」の視野を広げる作業をしてもらい，「ブレーキ」だけでな
く「アクセル」という視点も重視されることを理解してもらう．この作業がこの授業の基本的な問
いの一つである「なぜ今，コーポレートガバナンスが問い直されているのか？」に対する答えのヒ
ントにもなる．すなわち，会社不正の根本的原因の一つとして指摘される日本企業の貧弱な「稼ぐ力」
を復活させて，ひいては日本経済の成長をけん引するための長期持続的な業績向上を目指したコー
ポレートガバナンスの必要性である．具体的には，稼ぐ力の弱さの問題を「経営スタイルの問題」
として捉え，経営者とそれを規律づけるコーポレートガバナンスの機能不全の問題に着目し，会社
の「経営」や「改革」を，内部化されたステイクホルダーによる「会社の常識」ではなく，株主を
はじめ多様なステイクホルダーによる「社会の常識」から実践させる仕組みが実質的に不在だった
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ことに着目する．これは「攻めのガバナンス」とも呼ばれる考え方である．
ここで，今までの議論を改めて整理しつつ，そもそもコーポレートガバナンスとは何だったか，コー
ポレートガバナンスの意義・概念や方法，日本におけるコーポレートガバナンスの歴史などの伝統
的な議論を学習したうえで，それを「守りのガバナンス」と位置付ける．そのうえで，「稼ぐ力」を
取り戻すために近年重視される「攻めのガバナンス」として，「ステイクホルダー主義ガバナンス」
という考え方に焦点を当てる．これは，前述のコーポレートガバナンス・コード前文で定義されて
いるように，経営に CSRの視点を統合することを要請するものである．ここで学生にはイントロ科
目で学習した CSRの本質を復習してもらいながら，「コーポレートガバナンス新時代の元年」と称
される 2015年前後の一連のコーポレートガバナンス改革について主要ポイントを理解してもらう．
最後に，コーポレートガバナンスの実践について概観する．近年の一連のガバナンス改革の要請
を受けた会社の対応は二極化している．学生にはその現状を紹介したうえで，新しいガバナンスの
視点を経営に組み入れる際に留意する点を模索してもらう．これは実務的要素を多く含む論点であ
るので，当授業では，現場と上層部の役割や社外人材の役割といった論点を中心に考えていく．
以上のように，理論的な話と現実の話，通常の講義形式と学生の主体的な作業とを組み合わせる
ことで，学修効果の一層の向上を図っている．厳しい現場に入り業務に追われる前の，青臭いこと
を言える今のうちに，自分なりの信念や主義主張を模索する経験が今後ビジネスパーソンになる学
生にとって意義あることだと考えている．
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